
14広報いわくに

そ
の
時
・
あ
な
た
は
、

　
　
　
　

 

皆
は
大
丈
夫
？

「
も
し
も
」
に
備
え
る  

行
動
は
今

「
知
る
」こ
と
は「
助
か
る
」

　

  

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す

　

昨
今
、全
国
で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
災

害
へ
の
備
え
」
の
重
要
性
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
準
備
で
き

て
い
な
い
と
い
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

　

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
日
頃
か
ら
「
も

し
も
」
を
想
定
し
て
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

問
危
機
管
理
課
☎
㉙
５
１
１
９

▲平成26年8月、市内各地で豪雨による浸水や土砂崩れが発

　生し、死者も出ました。（写真は関戸の土砂崩れ被害）

　

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
ほ
か
、
事
前
に
防
災

情
報
を
得
る
手
段
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

●
登
録
し
よ
う
！ 

防
災
メ
ー
ル

　

緊
急
情
報
（
避
難
所
の
開
設
、避
難
勧
告
）

や
気
象
情
報
（
警
報
、
台
風
情
報
）
な
ど
を

受
け
取
れ
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
か
ら
登
録

http//w
w

w
.fa

sta
la

rm
.jp/iw

a
kuni/td

oc
s

②
携
帯
電
話
か
ら
登
録

e
ntry

-iw
a
kuni@

fa
sta

la
rm

.jp

に
空
メ
ー
ル
を
送
信

災
害
に

備
え
る

●
防
災
無
線

　

避
難
勧
告
の
情
報
や
、
災
害
・
火
災
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

○
よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
と
き
は

　

電
話
で
防
災
無
線
の
放
送
内
容
が
聞
け
ま

す
（
内
容
は
24
時
間
保
存
さ
れ
ま
す
）。

防
災
無
線
応
答
機
能　

☎
㉙
１
１
１
１

　

電
話
を
掛
け
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
っ
て
、

聞
き
た
い
地
域
の
番
号
を
選
択

●
山
口
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　

県
内
の
危
険
箇
所
が
確
認
で
き
る
ほ
か
、

雨
量
・
水
位
・
ダ
ム
な
ど
の
防
災
情
報
、
気

象
状
況
を
踏
ま
え
た
地
域
の
危
険
度
な
ど
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
配

信
し
て
い
ま
す
。

 携帯登録

ＱＲコード

防災対策・これだけは！

枕元に用意して安心
　就寝時に災害が起きた場合、必要なものを取り

に行くのが難しい事があります。手に取りやすい

枕元に、最低限次のものを用意して命を守りま

しょう。

①懐中電灯 … 安全確保に

　周りが見えないまま歩き、割

れたガラスなどを踏んでけがを

することがあります。まず明か

りで周囲を確認しましょう。

　スリッパ（靴）も一緒に用意すると安心です。

②携帯ラジオ … 事態を把握

何が起こったかをすぐに把握す

るため、情報を得る手段を準備

しましょう。

○いざという時に電池切れ・電池の老朽化で使え

　ないといった事態を防ぐため、手動で充電でき

　るタイプがおすすめです

○袋に入れて布団やベッドにくくりつけておくと、

　地震など大きな揺れで飛ばされません



い
ざ
と
い
う
時
の

　
　
　

 

家
族
の
連
絡
手
段
を

15 2016.9.15

　

東
日
本
大
震
災
や
、
熊
本
地
震
の
際
に
は
、

一
度
避
難
し
た
後
に
「
引
き
返
し
て
」
被
害

に
遭
っ
た
人
が
多
く
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に

災
害
を
事
前
に
体
験
し
よ
う

　

「
実
際
に
災
害
に
遭
い
、
初
め
て
そ
の
恐

ろ
し
さ
を
実
感
し
た
」
被
災
者
の
体
験
談
な

ど
で
よ
く
聞
く
言
葉
で
す
。

　

岩
国
市
防
災
学
習
館
で
は
、
地
震
・
土
砂

崩
れ
な
ど
災
害
の
模
擬
体
験
が
で
き
ま
す
。

　

実
際
の
被
害
に
遭
う
前
に
災
害
の
怖
さ
を

体
験
し
、
防
災
に
対
す
る
知
識
や
行
動
力
を

身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　大地震の揺れを体験。東日

本大震災の震度７の揺れも体

験できます

岩
国
市
防
災
学
習
館

☎
34
０
０
２
０

愛
宕
町
一
丁
目
４
番
１
号
（
い
わ
く
に

消
防
防
災
セ
ン
タ
ー
内
）

開
館
時
間　

９
時
～
17
時

休
館
日　

月
曜（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

利
用
料　

無
料

●
防
災
学
習
館
に
行
っ
て
み
よ
う

　実際に土砂や津波が迫って

くるような、立体映像で災害

を体験できます

危機管理課

危機管理専門員

15155151515151515155115

危機管理課

危機管理専

　災害が起きた時、まずは自

分が助かることが第一です。

安全を確保し、最低限命を守

る行動を取りましょう。自分

の命があってこそ、他の人の

命を守ることができます。

　そのためにも、普段から自

分の住んでいる地域がどう

いった災害に遭いやすいかを

調べて知っておくことが大切

です。それぞれの災害に合っ

た対策を取り「もし

も」の事態に備えま

しょう。

  「災害用伝言サービス」　電話がつながらない、そんな時のために

①災害用伝言ダイヤル 171

　電話番号宛に音声で伝言の登

録・確認ができます。「171」とダ

イヤルし、ガイダンスに従って操

作します。

④災害用伝言板

　携帯電話などから「無事です」

「避難所にいます」などの安否情

報と文字による伝言の登録・確認

ができます。

　災害時は電話が殺到して回線が混雑し、つながりにくくなることがあ

ります。通信各社ではスムーズな連絡を行えるよう、災害時に次のよう

な「災害用伝言サービス」を提供しています。

は
「
家
族
が
逃
げ
遅
れ
て
い
な
い
か
心
配
で

見
に
行
っ
た
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

　

い
ざ
と
い
う
時
の
連
絡
手
段
や
、
避
難
の

仕
方
を
事
前
に
家
族
で
話
し
合
っ
て
決
め
て

お
く
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
被
害
に
遭
う
可

能
性
を
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②災害用伝言板（web171）

　スマートフォンやパソコンから

電話番号を入力して、事前に文字

で伝言の登録・確認ができます。

③災害用音声お届けサービス

　スマートフォンなどで録音した

伝言をパケット通信で送信できま

す。携帯各社が提供する災害時ア

プリから利用できます。

●「
引
き
返
し
て
」被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

利用日　

○毎月１日、15日

○１月１日～３日

○１月15日～21日（防災とボラン　

　ティア週間）

○８月30日～９月５日（防災週間）

※サービスの詳細については、運営各社（①②＝ NTT東西、③④＝携帯電話

　各社）に確認してください

「災害用伝言サービス」の

体験利用ができます

地震体験

防災シアター

地域の特性を知りましょう

■インタビュー
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